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	横浜市地域交通サポート事業に係る実証運行補助金交付要綱
	第１条 　この要綱は、地域が主体となり地域にふさわしい交通サービスの検討を行う「横浜市地域交通サポート事業」を活用して、本格運行を見据えた実証運行を実施するに当たって、横浜市地域交通サポート事業に係る技術支援の実施に関する要綱（以下「技術支援要綱」という。）第11条第１項に基づき補助金を交付するため、必要な事項を定めるものである。
	２ 　補助金の交付については、横浜市補助金等の交付に関する規則（平成17年11月横浜市規則第139号。以下「補助金規則」という。）に定めるもののほか、この要綱の定めるところによる。

	第２条 　本要綱において、次に掲げる用語の定義は、当該各号に定めるところによる。
	（１） 　地域交通活動
	（２） 　地域交通活動団体
	（３） 　ワゴン型車両
	（４） 　車検に要する法定費用

	第３条 　この要綱における補助対象者は、技術支援要綱第６条から第７条までに基づく審査により支援決定通知を受けた地域交通活動団体とする。
	第４条 　技術支援要綱第２条第１項第５号から第７号までの事業者による実証運行の実施に当たり補助の対象となる経費は、技術支援要綱別表１に掲げる内容の費用に対して同表に定める範囲とする。
	第５条 　補助金の交付申請は、地域交通活動団体が次に定めるとおり市長に申請するものとする。
	２ 　補助金規則第５条第１項の規定により補助金の交付を受けようとする者が市長に提出する申請書の提出期限は、運行事業者から地域交通活動団体に対して請求書が提出された日の翌月の末日とする。
	３ 　前項の申請書は、技術支援要綱別表１に掲げる内容の費用に関する申請については実証運行の支援対象期間の終了日以後に、ワゴン型車両を賃借して用いる場合における同表第３号から第６号までに関する申請についてはその行為の支出日以後に、それぞれ提出できるものとする。
	４ 　補助金規則第５条第１項の規定により補助金の交付を受けようとする者が提出する書類は、実証運行補助金交付申請書（第１号様式）を用いなければならない。また、申請書への添付書類は、次の各号に掲げるものとする。
	（１） 　実証運行収支報告書（第２号様式）
	（２） 　運賃等の収入及び運行経費の支出を証する書類又はその写し

	５ 　補助金規則第５条第２項の規定にかかわらず市長が交付申請書への添付を省略させることができる書類は、補助金規則第５条第２項第１号、第２号及び第４号に定める書類とする。

	第６条 　市長は、前条の規定による補助金の交付申請があった場合は、審査及び必要な調査等を行い、補助金を交付すべきものと認めたときは、予算の範囲で補助金の交付を決定するものとする。
	２ 　市長は、補助金の交付を決定する場合において、補助金の交付の目的を達成するために必要な範囲内において条件を付すことができる。
	３ 　市長は、補助金を交付する決定をしたときは、補助金交付の決定及び額の確定の通知を実証運行補助金交付決定及び額の確定通知書（第３号様式）により、前条の交付申請書等を提出した者（以下「申請者」という。）に対し、その旨を通知するものとする。
	４ 　補助金の交付をしないことと決定したときは、実証運行補助金不交付決定通知書（第４号様式）により、申請者に対し、その旨を通知するものとする。

	第７条 　補助金規則第９条第１項の規定により市長が定める補助金交付申請の取下げの期日は、申請者が決定通知書の交付を受けた日から30日を経過する日とする。
	第８条 　補助金規則第18条第１項の規定による補助金の交付の請求は、実証運行補助金交付請求書（第５号様式）により行わなければならない。
	第９条 　市長は、必要と認めたときは、地域交通活動団体及び運行事業者に必要な報告及び当該補助事業に関する書類の提出を求め、又は調査を行うことができる。
	第10条 　市長は、次の各号のいずれかに該当した場合は、補助金の交付の決定の全部若しくは一部を取り消し又は既に交付した補助金の全部若しくは一部の返還を命ずることができる。
	（１） 　技術支援要綱及びこの要綱の規定に違反した場合
	（２） 　補助金の交付決定の条件に違反した場合
	（３） 　補助金規則第19条の規定のいずれかに該当する場合

	第11条 　補助金の交付を受けた地域交通活動団体は、補助金に係る経理について、他の経理と明確に区別した帳簿を備え、その収支状況を明らかにしておかなければならない。それに必要な関係書類の保存期間は、補助金の交付を受けた日の属する会計年度の終了後５年間とする。
	２ 　市長及び地域交通活動団体は、補助金の交付に係る関係書類又はその写しを次の通り一般の閲覧に供する。

	第12条 　この要綱に定めるもののほか、この実施に関し必要な事項は、都市整備局長が定める。

